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天降の輝北一一一建國剣
一一｢界の至二一流星刀一
村　　山　　翠　　濱
　　　　　　　　　　　　　　綜　し　カミき
　昭和12年は肇國の天皇示申武聖帝が熊野の長坂の津に最終の敵前御上陸あそば
された年一皇紀前3年一より数へて正に2600年である．
　聖蹟荒言の津の位置は古來諸論紛々として定らす，聖蹟の宰奪職は頼母しく
も紀伊山岸の各所に熾烈を極めたものであった．偶々三重縣史蹟調査員木田氏
の態悪もあったので，其の秋，黒潮洗ふ南紀の滑岸一帯に亘って實地踏査を試
み，地理，傳読，出土品等，種・々の角度から研究すること二品日，扁舟に心し
て熊野灘をも航して見た．かくて現三重縣南牟婁山荒坂村の二木島こそ先畳者
の設の如．く有力なる聖蹟なりと考へさせられた．
　　　　　肇國天皇背日祖　　苦航熊野樹宏圓
　　　　　二軍地謡求尭坂　　一路親征彙帝都
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かめふ　つ　此の研究族行中高倉下示申が，肺武天皇に天降の籔創甕布都を捧げ，・皇軍の士
i氣を鼓舞し奉った乱読と，富山縣中新川郡白萩村稻に於て稜見した阻鐵“白萩
號”を資材として謹作せられた御物流星刀と，げにもいみじき奇しき關聯一
一は二二に係る天降の籔創，一は二一的に立誰し得る天降の簸創にして世界の
至寳一二の縁由に樹して鮮からざる感興を惹起したといふには飴りに畏れ多
い．賢は敬慶の念禁ずる能はざるものがあったのである．
　出時，本題目の下に一文を草して，二三の新聞，雑誌に獲表したのである
が，此の阻鐵懸命の脛路，位置等に多少の相違あることに疑を存し，貢地踏査
を行ひ，故老に温き，口碑に質し，從來，獲表せられた愚論の誤れる黒目をも見
出すことを得た．時惟昭和14年の秋，十一月3日菊花薫る明治節であった．
　前日師ち十一月2日には正午過ぎ矢野長官を縣廉に訪問したが，生檜東上御
不在であった．併し知事官房の中川作次郎氏の紹介に依り，郷土研究の高志人
就長翁久允氏と相談するの機會を得，十二十同人の厚配を受けて大いなる便宜
を得た．即ち當日の夕刻同郡の博識にして故老の上市町長手井一見氏を其の私
邸に訪れた．暗夜の路次に停立して門を敲くこと藪回，何の慮答もなく徒に裏
日本に稀れな一碧の大室一一天同輩濾，星斗閾干として輝く｛を仰いで歎自．
するのであった．折しもあれや，鷲座より射手座に向って光度實にマイナス四
等ともいふべき大流星一つ，静かに緩かに飛來するのを観た．恰も明日の明治
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節の佳き日の氣象豫報でもあるやうに．果せる哉，翌3日は幸にも快晴に恵ま
れ，所期の目的を達することが出島た．「はしがき」が長きに失し，更に本論
に入るまで，相當の距離はあるが，順序として吹の如く記述する．
　　　1．登　　　端一日本刀と武装的4和
　　　2．上代の嬢創
　　　3，天降の搬創一部門…一町國剣
　　　4．御物流星刀一世界の至實一上市川障鐵
　　　5．雑　　　狙
　　　6．結　　　言
　　　　　　　　　　　　　1．叢　　　　鑑
　我が日本民族のなべてが日本刀に封しての信念は上代より現代に至るまで終
始一一er，一脈不攣であって，日本刀を軍なる物質的武器として尊重するのでは
なく，破邪顯正の精示申的籔寳として信仰するのである．直刀時代より轡刀時代
へと型艦の上にも，鍛冶の上にも種々なる技術的進歩があり，画面もあるが，
我が國が油壷千足國の名に負ぴて，世界に誇るべき面恥學的の優秀なる点訳を
量的にも多歎に製作したことは固有の民族信仰が其の底流をなして居る～二とは
誰しもが肯定する所である．
　日本民族にして初めて知る面面の世界一日本刀の威カー一・たび腰間に侃
びる時悠揚迫らざる安心立命の境地に漏し，鞘を彿はすして既に敵を呑むの概
がある．若し夫れ光芒一閃すれば，如何なる悪魔羅刹も雲散霧面するのであ
る．然れども「容易に汚す此れ日本刀」こそ我が民族信念である．「武装的平
和」が我が邦古來の國策で，我が民族誌紳は日本刀に依って象徴せられて居る
と考へて毫も誤りはない．
　重ねて日ふ．吾人は日本刀に劃して，利鈍といふやうな實用的條件を超越し
たる一種の示申i聖なる威力を衷心より感知する．誰か感知せざる者あらんや．さ
ればこそ，日本刀が御難代として，神々しくも神杜に祭祀せられ，鎭護國家を
所請し，又下々の民家に於ても，…口は家傳の寳刀として，將叉，組先の籔の
籠れるものとして，之を奪重保存する習俗を馴致した．「殉國の創は乃父より
傳ふ」の如し．又彼の古墳内より随所に出土する刀劒若くはその模造品は遺骸
除魔の信仰に出でたものである．
　支那二二勃獲以來，日本刀尊重熱が急激に高まったのも蓋し如上の思想が其
の根抵をなして居ること鷹誰しも想到する所である．進歩に進歩を重ねた近代
兵器に封しては，超近代兵器を以て慮じなければならぬ事は勿論ではあるが，
徹底的には日本刀に潜在せる威力を用ひねばならぬ場合の多いことは今三三に
於ても確かに顯現せられ居る．
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　　　　　　　　　　　　2．上代の塞剣
　素義鳴尊が天十握創を以て，彼の出雲の川上に於て八岐の大蛇（トーテミズ
ムの酋長？）を斬らせ給へる創は有名な蛇鹿正（おろちのあらまさ），一名蛇之
二二之創（おろちのからさびのつるぎ），叉の名天之蠕斬之創（あめのはへきり
のつるぎ）とも天之ne　k斬之創（あめのはXきりのつるぎ）とも回せられて，
示申代既に優秀なる刀創のあった事を示すものである．此の創は後に石上榊宮
（大和にある官幣大刀）に納められたといふ．
　素尊が此の大蛇より獲給ひし叢雲創は三種の示申言の一で，紳創といへば此の
創を指し奉るのである．日本武尊の御使用に依って鰻験を現し，二二藝之大刀
（記）とも草薙創（紀）とも申し奉るやうになった．これこそ，二代無比の名劒
であったに相違ない．由來，出雲簸ノ川上流は中島地方の主要なる砂鐵の生産
地である．故に此の地方に此の二二があったことは想像するに難くない．
　次の「出雲覧古」の三五七言上には大いなる含蓄がある．吟下して三三を掬
すべきか．
　　　　叢雲創　　八雲歌
　　　　叢雲護皇統　　八雲傳國華
　　　　紳州正論文織縞　　彩雲二品奮山河
更に彼の能組高彦根神が天稚彦の喪屋を寸噺せられた名創大葉刈（おほはかり）
叉の名神重創（かんとのつるき）の傳読も上代優秀なる刀創が相當にあった事
を物語るものである．
　　　　　　　　　　　　3．天降璽剣一建國剣
　諾冊二神が國稚く浮脂の如く水母なす漂へる此の大入州を修理固成せられ，
其の功全く完了したる後，迦具土の神の御出世に絡り二三が聯去り給ふた．諾
神之を恨として，迦具土神を斬り給ふた十握創一此の創の名こそ，二三二品
（あめのをははり）叉伊都尾羽張，稜威尾羽張，嚴尾羽張（いつのをははり）と
申し奉るのである．
　彼の武甕四神が天照大神の命のまにまに大國主命をして葦原の中つ國を皇孫
に奉らしめる時に，高木神より授けられた創は實に之である．此の創の名は更
に当布都（かめふつ），布都御魂の創（ふつのみたまのつるぎ），佐田布都の御
難（さしふつのみたま）とも申し奉るのである．i甕布都は甕が“フヅ’と切り
得るの意，布都は即ち“フツ”と切断する音を爲したものである．二士は無論
刺の義である．
　さても此の不國の創を侃きて，武i田干神が出雲稻佐の濱に刀身を倒に：立て其
の前に座して國譲りの交渉に大見得を切られたのである。光芒電閃，夏猫塞き
難創の示申秘の匂ぴは濱の浪秀にもまして舷V・たであらう．創の威徳と武鞠の勇
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氣凛々たる御態度とに依り此の箪大事件も簡輩に解決したのである・
　時は移る一神武天皇御東遷の二一此の籔創が更に威力を顯現したことは
國譲りに依って一暦示四聖化せられた事にも由るのである．
　（紀）天皇糊與皇子手研耳目　帥軍昂進至熊野荒坂津・・…・…紳吐口氣．人物成痺由三皇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すなはち　　　軍不能復振時．彼露有人號El熊野高倉下………………・一・時武甕雷憩登謂高倉下
　　　日予剣號日蔀鋸（赴屠能瀬多腰）今當置汝庫裏　宜取而献之天孫…………
　此の創は武甕槌神が前に不國の創として出雲にて用ぴ給ひしものである．肺
武天皇熊野御上陸後の苦職を天神が藷召され，武甕槌紳を慮援の爲に派遣すべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あもりく命ぜられたが，示申は「僕降らすともZF國の野里あり，之を天降せぱ可なり」
と云って天降させられ高倉下平を通じて天皇に奉献したのである．斯くて
　野里天皇憎憎．忽然平門之日．予何長崎野守乎．尋中毒士卒。平復靴下．
の如く皇軍將卒勇氣勃々，之より峻嶺高峰の間の石の根木の根踏みさくみて行
く行く途を拓きつ玉，非常の辛苦を嘗めさせられつ塚盆に橿原糞都の大業を完
威せられ，天業恢弘，八紘一宇の大理想を顯現し給ふたのである．此の時の横
刀こそ建國の創と申し奉って然かあるべきか．
　男神の朝，此の横町は大和丹波市布留なる石上紳宮に奉祀せらる玉に至っ
た．同等の御開代として帯き祀られて居るのである．爾來此の下野は武器の庫
とも申すべき程に多数の寳刀が囲められ，示申寳として紳聖化したる名刀が平野
有事の際には幾度か武士の手に渡り，其の威力を獲物したのであった．
　因に當瀞宮に於ては毎年六月，晦神創渡御の儀式がある．剖膿の創が高倉下
を管棘とせる末附帯田下杜に渡御せらる玉のである．現今では之を畏多しとし
て紳寳七枝琴弾六曜鉾とも罪する聯寳を其の代りとして居る．七枝鉾は朝鮮
より国尽した支那製の鐵刀である．此の儀式は謂ふまでもなく紳武天皇熊野御
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　つへ上陸の故事に縁ったものである．又野景宮には上古酒殿用の嚴翁の優れたもの
が保存せられてある．御大典の庭上に樹てらる玉萬歳旙の雪避一帯武天皇，
丹生川上に嚴翁を沈めて戦捷を占はれた故事に由る一一は此の盆がモデルとな
って居る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（績く）
“OKABAYASI・HONDA”彗星
　昨年の秋，倉敷天文墓の岡林滋樹氏と，黄道光観測所の本田實氏とが同じ一
新彗星を獲見．した事が，電文の誤り其の他により，長い間“OKABAYATSI
（OK：AVAYASI）”彗星といふ風に欧米では誤記されてみたが，山本博士の書翰
が届いたので，去る十二月三三は正しく‘‘OKABAYASI－HONDA”i彗星と呼
ばれるやうになった．
